登別市市民自治推進委員会　第7回　役員会議事録

開催日時　平成２３年１月２５日（火）　１８時～２１時

開催場所　市民活動センター（のぼりん）２F市民会議室Ｄ
出席者　　木村会長・田中副会長・平田（誠）・合田・瀧川・大山口・川田

　　　　　平田（和）
事務局　　松本政策推進Ｇ総括主幹、沼田主査

説明員　　都市整備部都市計画Ｇ　宮崎総括主幹、畠山主査、小玉主査
　　　　　保健福祉部社会福祉Ｇ　伴野総括主幹

◎行政側より報告

１、都市整備部都市計画Ｇからの報告
「ふるさと登別癒しの景観、みどりづくりの条例案」の進行状況について、旧第5部会の条例案をたたき台として、現在検討中との報告を受けた。（道と市の条例の関連、追加資料のつくりなどよく検証）

２、社会福祉Ｇからの報告
「福祉のまちづくり条例」、「地域福祉計画策定」について報告を受けた。１月21日、11名で福祉のまちづくり検討委員会発足。条例と計画の策定を同時に取り組んで行く。委員をもう少し増やし２年間でつくっていきたい。又、前回の教訓を材料として再検討してより充実した内容で条例化をしていくとのこと。
◎審議確認事項

１、市民フォーラムについて
３月１３日（日）、午後１２時３０分～１４時　のぼりん１F
講師は福島県矢祭町元町長　根本さんで「合併をしない」でまちづくりをやってきた方です。講師の日帰りが原則で質疑応答なしの講演会になります。質疑のある方は事前通告を事務局（政策推進Ｇ・沼田）まで。

◆役割分担について

１、　テーマ・タイトルをつくる。

２、　ポスターを手作り。

３、　広報紙に２回載せる。（２、３月号）

４、　諸団体に連絡する。

５、　チラシをつくる。
６、　出席の確認を取る。３月４日迄。

７、　当日委員は午前１１時集合。

◎企画委員会からの報告

１、川田全市観光に関する企画委員会チームリーダーより報告
検討テーマ

①ご当地検定を申請するために企画化していく。

②６件の企画書を出され討議していく。

③委員会の参加者が少なく役員も２、３名参加していただけないか。

④提案しても市の協力がなければできないので、市は「全市観光」について方針をもっているのか、予算化しているのか聞きたい。

⑤委員会の活動状況が市民に届いているのか等いろいろな意見が出された。

２、滝川事業見直しに関する企画委員会サブリーダーより報告

検討準備資料を提出（８項目の６０ページ）

資料は、「平成２２年度登別市の仕事」と「平成２１～２２年度の総合計画」でホームページから参照したもの。
検討内容の説明をした。
審議内容は「分析資料」をもとに意見交換した。特に委員会の位置付け、権限が明確でないまま答申しても意味がないのでは。基本条例「第２８条」にはっきり謳ってあるとおりであるが、認知度が低く権限が不明確と感じていることも事実である。結果はでないが今後の課題として考えていきたい。他にも議論ありました。
◎提言　合田委員より説明

①条例の見直しについて

②市民力アップについての具体案

③委員の名簿作成について　　反対者がいる限りつくることはできない

新たに設置したい企画委員会について提案あり

・岡田敏治委員より「次世代継承するための豊かな自然について」事業。

・大西　宏委員より「来馬川の浄化」寄せられました。

◎２月５日　意見交換会の参加者　現在１５名　のぼりん

懇談会現在１１名

◎次回開催
開催日時　２月２５日（金）　１８時３０分

開催場所　市民活動センターのぼりん　２階　市民活動室Ｄ
